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'̂-キンソン病の社会的認証をたかめよう｡
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私たちのパーキンソン病は難病といわれ､徐々),=遊行する病の昔話と共に今快

の日の一日も早からん事を朗いつつ多 くの関係者と力を合わせて関ってきました

机 本B.I.の北海道,,=於いて結成十周年の大全を迎えることができましたh

この十年間患者とまもとより豪族 もこ･の病気と共に生活しながら人間として生き

た証を求めながら､残る人生を送りか ､と努力を続けていますa

思い起こせば十年前パーキンソン病にかかった病友は適切な診涙と治療法もな

いまま寝たきりになったり､社会からも見放され寂しく人生を終わった人々が多

かったのです｡

仝結成後バ-キンソン柄の社会的弦さまを高める運動を進めるかたわら ｢特定疾

患の指定｣｢治疾督公等負担｣の初期の目的は不充lTながら果たせたものの､梶

本的治旋法はまだ確立されて.いません｡.

1このようi:i私たち患者友族にとって厚生省は臨調､行苗方針に某ずいて六十一

年度を皮切りに今後十年間に国立医操&'関の統廃合計画を発ましました.

そのなかに医涙に慰まれ7:=い山間僻地､離島;=ある施設を.､国立医疾機関から

切り放して民間に春揺する内容 も含まれており､固立医療の役割の放毒であり納

得できません巾

現在でさを地方においては神韻内科医が不足で､患者豪族Ji困難な生活を強い

られていることを声を大にして言斥えます｡

よって私たちは次の事項を達成するため関臨当局に対してつよく曹嬰します｡

記 -

-､原因究明の体制づ くり

二､板木的治凍法の確立と､相愚者の痩養生痛指碍

三､医嬢福祉の充美化

四､ゆき届いた看護をうけるための完全看護の莫施

五､早急にパーキンソン病患者の社会的実態調香とその対集の早期支現

六､公賓負担の立て替え払いを撤廃 し手続き簡素化

七 難病手当､福祉手当の支給

八､国､公立､今ての病院に神経内科の設置

九､パーキンソン病における補助剤投与の四通問の延長

右決議する｡

昭和六十一年六月八日 全国パーキンソン病友の会第十回全回大会

(十周年記念北海道大金) 印
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日 本 の 医 療 の 福 祉 と 患 者 を 考 え る

今 回 交 流 集 金 , 8 6 6こ 参 力n し て o

私達は11月22日 午前 10時 10分熱海に到着､駅前にはJPCの旗をも

った静岡県義満連の方々の出迎えをうけ､タクシ丁で会場の薪熱海ホテル-､

1階ロビーで受付を済ませ､2階のシルバ-ホIJ.レの今休会の会場には続々と全

国から私たちの仲間が集まり (17難病達､9恕捧150名) 10時から ｢みん

なでつくろう地域の医療｣全国交流集会86が今交災の辻川さんの司会で始まり､

村会の挨拶昔日恵滋の古川さんが､次に孟宏代表幹事の挨拶､束管挨拶､-祝電､

メッセージ詔介､基調報告では人間としけて尊厳､生命の尊厳が何よりも大切に

させる社会､又専門医薫染BEや保健所､福祉事務所と連携を持って地域の藍藻､

福祉のネットワークシステムを作ってほしいと木台がありました.

午後からは酉三界恭立大学教授の ｢地域医索の現状と議題｣記念講演が有りま

した.又東京三度の実例が朝舎されましたA

事務局から大鳥の大噴火で熱海市に避難 している方々にこの集会の名でカン -̂

の呼び掛けがあり､カンパ嶺7万余.り･を地元薪尚を通じて贈りましたA

i5､30からは3幾に別れ分散会に入り､

夜は､禁絶会でした､福島県難柄連の伊簾さんの司会で始まり､最初杉本静岡県

難病連会長の鼓迎挨拶､甘患塩の基宏さ4,の乾杯の昔盟~とり､その唐で固持別自

己紹介､続いてジャンケン大会と和やかのうちに集魚金を終了した｡

21､00からは詐星別交流で､ VT/R放映 ｢とうさんのこいのぼり｣弄指

輪性側索硬化症 (秋臼) ｢病気とともに生幸る｣ (北海道)等のビデオな,%なか

交流の宅を持ちました^

第 28日は分散会報告では､.地域医奈と国と蔀逆府県医蕪行政に患者金の意見

を反映させた北海遭難満連や今腎協の青竜な盗幾､匿簾の主人公は患者である､

それを蔦践的に示した例､在宅の艶清患者を対象に歯科治簾の歯科医師全のアン

ケー ト活動等とためになる事を沢山甘さ有意気でした｡

まとめ申 告-出 港遭難涌連の伊那 んが立たれた｡

次に静岡県難病連の海野さんがこの運動は国態博書昔年の耳金である全て甲人

間が平等である社会を実現させる運動であると､7セールを渓択した｡続いて､

ス食塩の松尾さんが閉会の挨拶で終了した. 文盲 清水昇勝
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昭和62年をむかえて･

剖支書8長 軍司彦太郎

新年あけましておめでとうございます.

皆さんも御家族と新しい年を希望に満ちてお迎えの事と存じ伽同塵の至りに在

知ます｡

,gtえば昨年 3月清水支部長伽天蚕のtifF々 'ならぬ細勢力により ｢全国バーキンソ

ソン病友の会茨城県支部｣が結成さ一九､私讃患者の福祉相通等の為 ｢茨知遇｣に

Ilu5.T.A､薫塩病相弦会等に参加刷る他10月には支部会員および豪族の懇親会を鹿島

那旭対 ｢いこいの村 細 招｣I,=おいて掛 臣し全長相互の融和と詑陸を計りました｡

友Uu会支部結成されてより約 1カ年をiJ!えようとしてぢL,)ますが役員の 1人と

して痛切に感じておりますことはこの全C)道営 (行事)方法はビラあるべきか等

を考えさせられます,

lO月に行っ7.=様な親膝金を年2同位的侵して意志殊遇を計ることが長いかと

ら思います｡皆さんで何か良い寡,J)(有りましたら台知らせ下さいA

晃近の政治IL百態t_r邑rj]する暗､!福音 ｢いじめ｣の軌範か多分にとられていると

患います.昨年 1.2月19日の国会で決定した老人保憶法等はその代表でありま

しょ-)｡掛 こ私達はす('70才老年年金と言う脊乏生活でこれからはこれ以上病

気にかかれない一と患っています⊂

とくに福祉切り捨ての掛 台がとられて1,.る今El若い人も健康i:は十分注意しな

くて･:ま7:=らないでしょう.

今､国の基幹産蓋である炭鉱､鉄道､鉄鋼､造舶という重曹産業が休業旅先を

速め労勧者のひ失業という状態においやられており貼1,:ゆうゆうしい事態となつ

'Cいる事ははなばだ悲しい事であります.

今年は地方自治体の選挙の年､庶民の味方は? 十分考え遥んでいく必要があ

ると思います.ややもすると昨今世間は右傾化の-E向に眼を向けて行く軌 こ思わ

志す｡

二度とあの戦争という悲憤な事態にならぬ棟一人-人が平和な福祉社会建設に

努力しょうではありませんか｡

終わりに皆さんの健康と茨城県支部の為々の発雷を祈会します.

一･一一ユ 3-
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二敦盛 ,(勤.書のおそさ､.J少ri_さJjに親してこて振戦､:Lことに搬しいふ息えに対.じ丈は

･空し賭しば無効で.ある三三L弓ごi.!?I9J,tるてこ∫ilござ ∴揺 さ〉て~(I-;CT{ニー(I-.こ'.;:.羊,tt:

幹 J:I.,ii.蔀17碧.耳をド ー ::lJ12.%Aコや.TT･訴=;p一三てJ三.131.I:tI,-J讃;ii･==三吉去..gfT議
◆◇Lトドバ蕪法の副作用と注意わ◆'･Jt'汐と′--J.:･=:l蕗 連年土与,-脚 .::･Tt.,-脚
琵V駄 寅とy,顎痛と対すAL':-1F'-lJ輝 鞄 もこ毎Elゐ梅内で対諸物-iの欠毛を補う
始棄:q,奉るため､.藤 生結わたちて毎甘屈筆を掛 東名必要か去るこl七･はいう麦でも

_如 In,さ･ミニ′･/:,i;_I:<･壷 ･.Sが;首 ∴托･凄 Li-;もて･符･J､了ござ.-勇i一廃 ･弟 ･-i-,.-:･:J二
､t▲

･. こ の ■よ うな長期屈薫治療の過程i=はさま●ざまな問題が由そくるご IIL二㌢/Jl:秦

丁巷 は 内 最 諸 器 官に対 してははと允,ZZ剖倖用を示さなilyか{-,考翼なこそは申 敬 神 延

に お け る 司 作 用 の出頚せある/･ ‥.･:--ち..'i三二二 ぐ.-;一 丁

そ あ ー づ は ジ ス 阜ネジアとよばれ.る蒙潜病鞍の手足が鞠るような不縫意運動や､

口 ､ 舌 ー 下 雷 を 奇 妙 に動かす不砧意運動がしか ､,に出理Lで くきると とである｡･

( _-i こ の よ う な ジ ス 阜 為 押 蛾を外では投与劉研 0如 ､･本邦で細 ～.40タ純 朋

._す る こ･と か 報 告 さ _れ て い るが､:その蒙は､着発においては過剰投与にならないよ

う 比 較 的 注 意 深 く 投 与 が 行 われることに去るものでIbろうA_またジスキネジ7a)

出 現 に 兼 行 し て 藁 効 の 痔 続 の極度に清くなるサ･-/:71.グ ヶ｢璃 象ft)Iしばしば項

-れ る 言 宇ち:.･ つり ,､二･,

~_ こ の ま う な ジ ス 手 鼻 ジ ー7 尊 の 出晋した場合に吐tI一 戸バ投与音の汝寺､D.､A

ゝ

Y
.

代 謝 抑 制 対 等 を 用 い る こ と に な る が､それと共に本来のバーキンソツ症状の改善

効 果 か 波 賀 す る こ と は 明 ら か で あ る｡最近プロモク;)ブチンの併用がこのような

ジ ス キ ジ 7 ､ ま た 7 ッ プ . ダ ゥ ー ン零象をい くらか少なくすることも明 らかにな

りつ つ あ る.

第 二 は 精 神 面 に み け る 敦 作 肩

主 と して 外 因 性 反 応 軍 に 底 す る a

出 葛 で ､ そ の主なものは幻管､妄恵コ捨乱等の

の で あ る カヽ一･高 島､または透過ゐ長井にわたる

陣 旧 痘 例 に み ら れ る こ と が 多 い ｡

( ､ さ ら に 時 に 服 薬 た よ う モ うつ 傾 向 の 増 恵 す る も の も じ る;'J筆者b'1-6年たおJi:る

L T Fバ 療 法 の 雀 簸 か ら も こ17-や は り長 期 に あ た る 授 与 音 を 過剰投与になら怠もてよ
′~ ′一.▲--∫ .

う充 分 に 意 を 用 い る べ き で ItTq本 来 b Jヾ 三 や 崇 せ き衰 状 だ 対 ず る表書効果辻多JjP不 /;
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- 誇宣 軒 ,･.諸 法 W一息 細 酢 輝 鱒 敬 草 薮 衰疲 晩 酌 ~:AM -' 洩､t~

◆ ◇ 疾 患 ゐ 進 行 &,半 プ 及 び 薪 eホ 妻 物 tr壷 ､声予 算 等 与 野 藩 凄 ･:璃 芯 音素 ,S･免
･･ 一 一A･､r-′ --.小 1gtI-
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L 等 ドバ i 中 心 組 古 妻 物 書 法 や 定 虚 冶 手 栴 あ 方 法 だ よ .,-そ t三岳 由 I 威 ､p
l_llr ▼.ELIPr . _A

亀 無 動 症 等 ば か な 軽 よ く涌 藍 識 善 セ き 結 う 払 っ た 躍 10-% 義 孝 にもよる蕎

'LJ, 也 - 髄 恵 で あ る 本 - 決 して そ れ で - し たわ けではな"_･_一 彦 かて-I
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こ れ らの 治 蕪 法 に よ っ て 充分 に症状の改善 された症例を1轍 年 の妄執 こiSた っ
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て観察ろると､これまであまり注El亨れなかった症状がしだいに出現 してくるの

かみなれる.その① ｢すくみ症状｣を中心とする運動の困難､ことに歩行､姿勢

保持､発話の困難であり､(おはしIL'いに精神的に無気力､うつ傾向､無関心の傾

向が出現することである｡ ･ lノ

要者等はこのような陳旧期における症状を ドパミンの次の段階の代謝物官であ

るノルエピネフリンの代謝障害＼欠乏によるものであると考え､その補充のため

にその合成前屈物虎であるL-.ドブスを投与し､著明fi一効果季示すことを見出し

た.

.L-ドブスは現在市販妻としての開兎の軌逆に乗っており､2-3年後には実

用にL鶉されることと期待されるh

㊥◇おわ り7,=◇令

これまで述べた '̂-キンソン病の治旋法は､すべてそれぞれの段階における症 .J

状に対する治療であって､木精のもっとも叢本的Ti特赦である撮性進行性変性過

程に対しては影等をもたないと考えられる.

現在の治犀法で禿;/tに治素された症例がなお10数年以上鐘過した級に最終的に

は寝たきりになり､病晃に近い状態にしたることは注意深 く経過を放棄すれば明

らかであり､その意味で木桶に対する基本的な治崇は夫だ完成､確立されていな

いと言ってよい.

今後の長期の研究が男まれる所以である. 1

rJJL
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患 者 . 豪 族 交 流 会

｢t,ヽ こ し のヽ 村 こトぬ ま ｣ 8こ金 力ロ し て

事務局役員 雫沼 和子

15

秋空と紅葉に恵まれて患者,豪族交読会が盛会のうち無事終了した事がなによ

りうれしかったと患います｡

清水支部長t木村事務局長､事務局役員他ボランテ7の方々､患者豪族の方々､

大変御苦労様でした.

水戸のAさんのカラオケは今まで生きてきて始めてと言う感激の涙ながらの歌

でしたが患者の一人として涙があふれる一瞬もあり長い思い出に残りました【

私達は明日に希望を持つ事が出来ず､完治の保証のない一日-Elを送っている

わけです､現段階は垂のみにだけ頼る事しか出来ない自分を思う時今後の生清を

いかに送るか心配のあまり眠れない事もあります｡

しかし病気7=負けたらいけないと思いながらどうもしても避けられない難病患

者と知って快方に向かうより後退し段々悪くなるのを考えた時､生命のあるかぎ

り身休の許す限りすべてi=意欲的に生きる心構えが大切でしょう｡

私もこの頃歩行障害があり､特に薪がひどく立さて洗面する等が大変れ トイ

レ等も困難になりながら病気はどんどん進行する一方です4藁の方は現在よりも

悪 くならない様にするぐらいしか出来ません｡でも頑張ってやってい寺たいと思

ます.

患者,/iR交流会を数多く開き患者同士の話合いがJCtの静化に大変_良いと思い

ますので一人でも豪に残っていないで外に目を向け心のよりどころとなる様にし

ていきたいと思います.

〔お断り〕

この盲3(原稿は､印軌をお軌濠 組の日程の都合で間に合わず紺 としましたの
07 レ乾

であしからずご了最下さい｡

題真言住着 清水 昇勝



岳 喜喜事 務 居 だ よ り 十

S ⇒ 〔弟 二 固 定 其方支 書弔給 金 )

S●日 時 昭和62年 4且_5日 (冒)午前10時-午後 4時

§●場 所 永戸市手渡町 県立異見福祉センター2常会議書

S (昨年3月籍成金の同じ場所)

等●医蕪講演会 筑波大学 金沢 一郎.先生

⇒ 〔ポ - }レ 一･く ン 販 売 の 弄71着克つ

●ボールペン販売の剣呑¥4.000,雑収入としていれましたJ
ご+B力ありがとうございました｡

⇒ (署 名 , カ ン･ノヾ】

●昨年10月の患者,豪族交流会の時お廟い致しました.日患協の署名,カンパ

現在､書名53名,カンパ葡6.492円ですo

⇒ (定 位 万iBi'手 術 〕

●佃 国夫棟 (渉田市)支部役昌には昭和62年1月12日東京都目鼻区の神経ク

リニックにて定性脳手術をしました｡術後塀萌です｡

Eg (郵 イ喜巨振 替 口 座 〕

し ● (口変事臥 宇野 0-138042
4(加入者名称)今冒Jヾ-キンソン病友の会茨城県支部

⇒ (助 舶 〕

+昭和61年11月.14日茨城県難病El体連絡協議会を介し県よ.わ助成金

¥50.血O,頂きましたこ

⇒ 〔ご 逝 去 の お 知 ら せ 】

+加古寺子棲 (高萩市)

昭和61年10月5日にご逝去されました.ご逝去をお祈り申し上げます｡

- 10--･
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